
路
線
バ
ス
の
運
行
を
支
援
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
生
活
に
必
要
な
路
線
バ
ス
維

持
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
10
月
〜
平
成

27
年
９
月
）
は
、
県
と
合
わ
せ
て
約
２
億

３
千
万
円
の
補
助
（
車
両
更
新
分
を
除
く
）

を
行
っ
た
ほ
か
、
誰
も
が
乗
り
や
す
い
低
床

バ
ス
車
両
へ
の
更
新
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
日
常
の
買
物
や
通
院
・
通
学
、
観

光
な
ど
で
、
の
べ
38
万
人
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

低
床
バ
ス
の
導
入
や
お
得
な
回
数
券
の

発
行
な
ど
に
よ
る
利
用
促
進
、
生
活
交
通

に
配
慮
し
た
路
線
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

で
路
線
バ
ス
の
存
続
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
数
が
減
り
続
け
る
と
、
公
共
交
通

の
維
持
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
バ
ス
に
乗
る
機
会

を
増
や
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
経
営
改

善
や
路
線
お
よ
び
便
数
の
確
保
に
つ
な
が

り
ま
す
。
路
線
バ
ス
を
み
ん
な
で
守
り
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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■問
都
市
計
画
課
交
通
対
策
室
（
7
６
５
‐
６
５
６
２
）

路
線
バ
ス
を
み
ん
な
で
利
用
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
と
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
掛
金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
遭

わ
れ
た
人
に
見
舞
金
を
お
く
る
た
め
、
県

内
全
市
町
で
構
成
す
る
共
済
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人

・
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

・
市
内
の
事
務
所
・
事
業
所
・
学
校
等
に

勤
務
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人

共
済
掛
金

１
人
５
０
０
円

※
年
度
途
中
の
加
入
で
も
同
額
で
す
。

加
入
申
込
期
間
・
申
込
場
所

◎
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
〈
平
日
の
み
〉

滋
賀
銀
行
、
大
垣
共
立
銀
行
、
長
浜
信

用
金
庫
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
Ｊ
Ａ
レ

ー
ク
伊
吹
、
Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ
の
市
内
各
本

支
店
、
郵
便
局
（
県
内
に
限
る
）

◎
５
月
２
日
（
月
）
以
降
〈
平
日
の
み
〉

市
民
協
働
推
進
課
（
西
館
３
階
）、
北
部

振
興
局
地
域
振
興
課

※
支
所
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

共
済
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日
の
翌
日

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
が
共
済
期

間
と
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

人
数
分
の
掛
金
（
現
金
）
を
添
え
て
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
取
扱
い
は
で

き
ま
せ
ん
。

支
給
対
象
事
故

国
内
の
一
般
道
路
に
お
い
て
、
自
転
車
、

バ
イ
ク
、
自
動
車
等
の
運
転
中
に
発
生
し

た
事
故
（
自
損
事
故
を
含
む
）
に
よ
る
死

傷
が
対
象
。
た
だ
し
、
共
済
期
間
内
に
発

生
し
た
事
故
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
酒
酔

運
転
、
無
免
許
運
転
、
そ
の
他
故
意
ま
た

は
重
大
な
過
失
に
よ
る
場
合
等
に
は
見
舞

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
滋
賀
県
交
通
災
害
共
済
の

加
入
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す■問

市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

交通災害共済イメージ
キャラクター「こうくん」

平 成 2 7 年度 　 長浜市内二次交通運行実績 

二次交通維持財源の推移 

（ 平 成 2 6 年 1 0 月 ～ 平 成 2 7 年 9 月 ） 

路線バスは市 内 1 7 路線 、 乗合タクシーは市 内 4 地区の合計 。 
運行欠損を、県、市の補助金で負 担( 一部委託あ り ) 。 
県補助額はいずれも見込額 。 

利用者数 

運行収入 

運行費用 

運行欠損 

県補助 

市補助 

379,43 5 人 

6,02 4 万円 

29,04 4 万円 

23,02 0 万円 

4,23 0 万円 

18,79 0 万円 

8,08 3 人 

19 4 万円 

92 7 万円 

73 3 万円 

29 6 万円 

43 7 万円 

路 線 バス 乗合タクシー 

■ 市補助 ■ 県補助 ■ 運賃収入 

2,000 

万円 

1,500 

1,000 

500 

H 2 3 H 2 4 H 2 5 H 2 6 H 2 7 
0 

大通寺 

北幼稚園 

長浜八幡宮 

長浜赤十字病院 

曳山博物館 
黒壁ガラス館 

長浜図書館 

長浜駅 

長浜鉄道スクエア 

慶雲館 

旧長浜市役所 

大通寺 

北幼稚園 

長浜八幡宮 

長浜赤十字病院 

曳山博物館 

まちなか居住推進重点区域 
中心市街地活性化基本計画区域 
まちなか居住推進重点区域 
中心市街地活性化基本計画区域 

黒壁ガラス館 

長浜図書館 

長浜駅 

長浜鉄道スクエア 

慶雲館 

旧長浜市役所 

まちなかで住宅を取得する人を応援します
■問長浜駅周辺まちなか活性化室(7６５－６５４５)

まちなか居住推進重点区域内で、市内
本店業者と工事請負契約を締結し、住宅
を新築する場合や空き家を活用する場合
に、建築費用や改修費用の一部を助成し
ます。
助成金の交付要件や申請方法など、詳

しくは担当室まで問合せください。

制度１　まちなか住宅建築等助成金
自らが居住する個人住宅を新築等する場合
■限度額 60万円(助成率５％) 
表①の要件に該当する場合は、それぞ
れの額を加算し、最大280万円助成。

制度２　まちなか空き家再生促進助成金
自ら居住するために購入(賃借)した、長

浜町家再生バンクに登録された空き家の
改修工事を行う場合
■限度額30万円(助成率10％) 
表②の要件に該当する場合は、それぞ
れの額を加算し、最大230万円助成。

※その他、事業者向けの「まちなか共同
住宅建築助成金制度」もあります。

表①【制度１関係】

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
２
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

長
浜
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
に
か
か
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機

関
で
す
。

委
員
は
被
保
険
者
代
表
、
保
険
医
等
代
表
、
公
益
の

代
表
、
被
用
者
保
険
代
表
の
15
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
３
月
８
日(

火)

〜
18
日(

金)

【
募
集
人
数
】
２
人

【
任
　
　
期
】
５
月
１
日
〜
平
成
30
年
４
月
30
日

【
応
募
条
件
】

・
18
歳
以
上
の
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、

世
帯
が
市
国
保
料
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
平
日
に
開
催
す
る
年
３
〜
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席

で
き
る
こ
と
。

【
応
募
方
法
】

応
募
申
出
書
お
よ
び
応
募
動
機
を
記
入
し
た
書
面

(

４
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自
由)

を
、
郵
送
ま
た
は
直

接
左
記
ま
で
。

※
応
募
申
出
書
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

加算メニュー

①住宅建築のために平成26年４月

１日以降に敷地の所有権または

借地権を新たに取得した場合

②子育て世帯の場合

③多世代同居世帯の場合

④多子世帯の場合

限度額

100万円

50万円

50万円

20万円

助成率

４％

２％

２％

１％

表②【制度２関係】

加算メニュー

①空き家の再生のために平成26年４

月１日以降に建物および敷地の所有

権(借地権)を新たに取得した場合

②子育て世帯の場合

③認定町家を再生する場合

限度額

100万円

50万円

50万円

助成率

７％

３.５％

３.５％

提
出
先

・
保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

〒
５
２
６
‐
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

・
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
ま
た
は
各
支
所




